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はじめに 
教育基本法第 14 条第１項には「良識ある公民として必要な政治的教養は、教育上尊重さ

れなければならない」と示されています。児童･生徒に政治的教養を育むことは、学校教育

の責務の一つです。 

平成 27 年６月に公職選挙法が改正され、選挙権年齢が満 18 歳以上に引き下げられまし

た。これを受け文部科学省では、小学校及び中学校各教科等教育課程研究協議会（平成 27

年 11 月）において、高等学校段階に加え、小･中学校段階でも「国家及び社会の形成者と

して必要とされる基本的な資質を養う教育の充実に向けた取組が必要」との見解を示して

います。 

本県では、これまでも県立高等学校等において、シチズンシップ教育の一環として「政

治参加教育」に取り組んできました。そして選挙権年齢の引下げに伴い、その更なる充実

を図っています。  

これらをふまえ、小･中学校段階における政治的教養を育む教育の

在り方について検討するため、平成 28 年５月に「政治的教養を育む

教育検討会議」を設置し、「政治的教養」のとらえ方や、小･中学校

段階において身に付けさせたい力について検討・整理を行いまし

た。そして、発達の段階に応じた指導を系統的に行っていくこと

や、これまで各学校で積み重ねてきた学習を最大限に活かすこと等

に留意するとともに、実際の指導場面で活用しやすいものとなるよ

う「小・中学校における政治的教養を育む教育 指導資料」（平成 29

年３月発行）を作成し、平成 29 年５月末に県内の公立小・中学校に

配付し、県教育委員会のホームページに掲載しています。 

（http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f537244/） 

さらに、平成 29 年度より、指導資料を参考に「小・中学校における政治的教養を育む教

育 実践協力校」における授業実践が行われ、実践協力校連絡会において活発な意見交換が

行われています。本冊子は、それらをもとに作成された平成 29 年度～令和元年度版授業実

践事例集です。 

各学校においては、指導資料並びに本冊子を御活用いただき、各教科･領域の授業をはじ

め、学校行事や児童･生徒会活動、学級経営など、自校の教育活動のねらいや指導方法等に

ついて、指導資料で示した視点から改めて見直していただきたいと考えます。そうするこ

とで、すべての児童･生徒に、自分の身の周りから広く社会まで関心をもち、課題に気付き、

考え、自らの意見を表明するとともに、他者の意見を尊重し、主体的に社会に参画すると

いった姿勢や力が育まれていくことを期待します。 

結びとなりますが、座長として実践協力校連絡会を推進していただくとともに、示唆に

富む考え方や具体的な情報を提供していただいた株式会社第一生命経済研究所の西野偉彦

主任研究員をはじめ、貴重な御助言を賜った連絡会の委員の皆様に心より感謝申し上げま

す。さらに貴重な授業提供をしていただいた実践協力校の皆様、各市町村教育委員会及び

学校教職員の皆様の熱心な協議に対し、心より感謝申し上げます。 

神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課長 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f537244/
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